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本日のアジェンダ

1. GIGAスクール構想と学習eポータル

2. 学習eポータル「L-Gate」について

3. 国際技術標準とL-Gate
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GIGAスクール構想と学習eポータル



(文部科学省) GIGAスクール構想による1人1台端末環境の実現等について
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_chousa02-000007680-6.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_chousa02-000007680-6.pdf


https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/committee/20200323/shiryou3_1_1.pdf

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/committee/20200323/shiryou3_1_1.pdf


(文部科学省) 「学習eポータル」の構想と取組について
https://www.nii.ac.jp/event/upload/20210903-05_KiryuHatada.pdf

https://www.nii.ac.jp/event/upload/20210903-05_KiryuHatada.pdf




文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html






https://ictconnect21.jp/document/eportal/#standard

学習eポータルの標準モデル

• 2020年10月に技術標準ワーキンググループ (WG) 内に設立された学習eポータルサブ
ワーキンググループ (SWG) 

• 教育機関、自治体（教育委員会）、教科書・教材ベンダー、システムベンダーなど46社が参
加（2022年6月現在）

• GIGAスクール構想で整備された1人1台環境を有効に活用。
• デジタル学習環境のハブの役割を果たすシステムである、学習eポータルの標準モデルの
検討を行う。

https://ictconnect21.jp/document/eportal/#standard


https://ictconnect21.jp/ict/wp-content/uploads/2022/02/learning_eportal_standard_V200.pdf

https://ictconnect21.jp/ict/wp-content/uploads/2022/02/learning_eportal_standard_V200.pdf




https://www.youtube.com/embed/31WglFVLzGk?rel=0


学習eポータルが目指す次世代デジタル学習環境 NGDLE
(Next Generation Digital Learning Environment)

(日経BP 教育とICT Online) デジタルエコシステムが実現する教育DX
https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/022500336/

https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/022500336/
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学習eポータル「L-Gate」について



１人１台・１アカウントを使った

日々の学びと運用・管理を支援する、

学校向け学習eポータルです。

学校向け 学習eポータル

L-Gateとは



L-Gateは1人１台の活用を支援し、新しい学習環境の創造を目指します。

学校向け 学習eポータル

1人１台のデータを生かす教育プラットフォーム
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DEMO



1. シングルサインオン（SSO）

2. アカウント管理

3. 充実の連携コンテンツ

３つのポイント



学校向け 学習eポータル

端末にサインインからL-Gateにアクセスするまで

１．シングルサインオン（SSO）

ブラウザに保存した
ID・PW情報を利用

ブラウザの最初のページに登録

L-Gateが表示されるまでを起動とする
ケースもあります

WindowsPC / 
Chromebook 

iPad



• Microsoft 365

• Google 

Workspace for 

Education

アカウント登録・更新・削除

名簿作成

Microsoft 365やGoogle Workspace for Educationのアカウントを、

L-Gateでメンテナンスできます。

学校向け 学習eポータル

名簿管理・連携

2．アカウント管理



学校向け 学習eポータル

デジタル教科書を含むコンテンツ配信サービス

３．充実の連携コンテンツ

・開隆堂出版株式会社

・株式会社学研教育みらい

・学校図書株式会社

・株式会社教育芸術社

・教育出版株式会社

・株式会社光文書院

・株式会社三省堂

・株式会社新興出版社啓林館

・数研出版株式会社

・株式会社大修館書店

・大日本図書株式会社

・株式会社帝国書院

・日本文教出版株式会社

・光村図書出版株式会社

・株式会社FCEエデュケーション

・遠鉄システムサービス株式会社

・株式会社がくげい

・株式会社カルチャー・プロ

・株式会社ｸﾞﾚｰﾄｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

・株式会社昭栄広報

・株式会社新学社

・スズキ教育ソフト株式会社

・株式会社Z会

・ﾃｸﾉﾎﾗｲｽﾞﾝ株式会社ｴﾙﾓｶﾝﾊﾟﾆｰ

・東映株式会社

・日本コロムビア株式会社

・ネオス株式会社

・ブリタニカ・ジャパン株式会社

・株式会社ポプラ社

・毎日新聞出版株式会社

・株式会社メディア・ファイブ

・株式会社ﾜｵ・ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

・株式会社内田洋行

デジタル教科書（指導者用・学習者用）

累計450自治体 7,500校（2022年6月現在）

全国の小中学校4校に1校に導入されています。

教育用コンテンツ

エ デ ュ モ ー ル
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33社の約1,400タイトルのコンテンツが
1つのアカウント/プラットフォームで



キャリア教育 タイピング 便利ツール

朝日新聞
「おしごと年鑑」2016~2021

タイピング練習教材
Playgram Typing

時計ツール EduClock

プログラミング 理科 特別支援

教育出版
小学校算数プログラミング教材

Iot百葉箱 読み書き・計算の苦手克服教材
（スマイル・プラネット）

学校向け 学習eポータル

ずっと使える無償コンテンツ

３．充実の連携コンテンツ

順次拡大中



アクセス情報

アクセス情報

普段使っているデジタル教材

コミュニケーションツール

Microsoft Teams / 
Google Classroom / Zoom

利用履歴
L-Gateを通した
活動の利用履歴

L-Gateの機能

サインイン / お知らせ / アンケート

学校向け 学習eポータル

各アプリからアクセス情報を利用履歴として集約

３．充実の連携コンテンツ



学校向け 学習eポータル

多様なアプリの利用状況が分かる！

３．充実の連携コンテンツ



埼玉県鴻巣市様

• R2年度よりL-Gate利用開始
• R3年度前半事業にて、MEXCBTとの接続をスタート

学校向け 学習eポータル

L-Gate活用の様子

鴻巣市立大芦小学校様 MEXCBTが登録された画面
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教育データの利活用に関する有識者会議(第10回)会議資料 【資料1-1】
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00398.html

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00398.html


教育データの利活用に関する有識者会議(第10回)会議資料 【資料1-1】
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00398.html

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00398.html
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国際技術標準とL-Gate



学習eポータルが目指す次世代デジタル学習環境 NGDLE
(Next Generation Digital Learning Environment)

(日経BP 教育とICT Online) デジタルエコシステムが実現する教育DX
https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/022500336/

https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/022500336/


https://bryanmmathers.com/will-ngdle-look-like/

https://bryanmmathers.com/will-ngdle-look-like/
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「相互運用性」と国際技術標準

学習のハブとしての学習eポータル

◼ 学習eポータルが学習の窓口、連携のハブ機能となる。

◼ 様々な学習ツール・教材との接続性を高め、データの相互利用を促進する。

ICON21 SWG 「学習eポータル標準モデル」より
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OneRoster and LTI Advantage Ecosystem
http://www.imsproject.org/about/k12/oneroster-and-lti-advantage

http://www.imsproject.org/about/k12/oneroster-and-lti-advantage


LTI

学習・分析システム

コンテンツ配信サービス

学習eポータル

既存LMS

OneRoster

OneRoster
CSV

LTI

CSV

OneRoster

学習記録データ

xAPI
CASE

Caliper

学習教材・アプリ校務システム

LTIOneRoster

                

       

          
       

成績情報

健診情報

名簿情報

学習活動ログ

学習成果物

テスト結果 他社コンテンツ
デジタル教科書

                

       

          
       他社学習ツール

（ドリル教材など）

L-Gateを軸としたデジタルエコシステム

CBTシステム
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第6回IMS Japan賞
主催：日本IMS協会

最優秀賞
L-Gateは国際技術標準の活用などにより、

異なるベンダー間のシステム・アプリケーションを

連携・協調して利用できる環境をご提供しています。

Learning Impact Awards 2022
主催：1EdTech Consortium

Bronze受賞

学校向け 学習eポータル

デジタル・エコシステムとしての取り組み

日本から
初入賞！
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国際技術標準による連携

LTI
Learning Tools Interoperability

OneRoster®

教材・アプリ間での認証連携（シングル
サインオン）や、連携後のアプリ間での
ユーザー情報、成績、教材へのリンク等
の交換に用います。

教員・児童/生徒や、クラスなどの情報の
交換に用います。児童・生徒の成績や、
教材情報の交換もサポートしています。

アプリ間のシングルサインオンとデータ連携

名簿・教材・成績情報の交換
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LTI1.3 Core と LTI Advantage



LTI1.3 Core と LTI Advantage
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Names and Role 
Provisioning Services

• クラス名簿（ユーザのリスト、
ロール）を学習ツールに送る

• LTIのセキュアなしくみを使ってプ
ロビジョニングを行う

• 学習ツールにアクセスしていない
ユーザがわかる

クラス名簿を学習ツール
に送る

Deep Linking

学習ツールや出版物等の
コンテンツ単位でLMSとの連携追加

• 数クリックで学習コンテンツをLMSに追加
• プレイリストや目次を追加
• リンクやその他のHTMLコンテンツを有効化
• 数クリックで事前登録済み学習ツールを追加

Assignment and 
Grade Services

課題等の成績結果
をLMSに送る

• ツール間で評価可能な課題を共有
• LMSに数値スコアや評価者のコメントを返却
• 1回の送受信で複数の採点結果を送受信
• 講師による上書きや回答履歴のサポート
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LTI接続によるMEXCBTとの連携

1. 学習eポータル（L-Gate）と、オンラインテ
ストシステム（MEXCBT）は、独立したシ
ステムとして存在

2. 「L-Gate」のテストをクリックした瞬間に新し
いウィンドウ（ブラウザーのタブ）が開き、選
択された「MEXCBT」の問題が表示される

3. このとき、「LTI」で、ユーザー（アカウント、
氏名等）やコンテキスト（どの問題）の情
報が「LTI」に則ってL-Gateへ受け渡される

4. この情報交換は「LTI」のセキュリティ標準に
則り、セキュア（安全）に行わえる

「LTI」による情報交換



1. ユーザー（教員・学生・管理者）

① 学習eポータル/LMSへのログインのみで学習ツールが利用できる

② 管理者は各ツールへ利用者情報等の登録が必要がない

2. システム導入担当（学校・自治体・機関）

① 学習eポータル/LMSと学習ツール・教材の選択肢が広がる

② 特定のベンダーに依存しない（ベンダーロックインを回避）

3. ベンダー・開発者

① 個々の学習ツールやLMSとの連携のための開発が不要

② ビジネスの幅が広がる。デジタル・エコシステムの形成

LTIのメリット
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OneRosterによる名簿連携
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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OneRoster（1つの名簿）による名簿連携

B社校務システム

C社校務システム

B社アプリ
B社アプリ他社教材・
アプリ

各社が名簿交換のルールを共通にする（OneRoster形式を使う）こ
とで、1つの名簿で複数のシステム・教材・アプリを利用できる

内田洋行校務システム
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OneRosterの日本適用ルール（Japan Profile）

• 日本IMS協会内の「OneRoster部会」で検討中
• 氏名の「ふりがな」、学年、クラスの表現など、日本でOneRosterを利用
するための追加のルール（Profile）を検討

• ICON21内WGで校務・学習系各ベンダーの意見を収集している



LTI

学習・分析システム

コンテンツ配信サービス

学習eポータル

既存LMS

OneRoster

OneRoster
CSV

LTI

CSV

OneRoster

学習記録データ

CASE/
Caliper

学習教材・アプリ校務システム

LTIOneRoster

                

       

          
       

成績情報

健診情報

名簿情報

学習活動ログ

学習成果物

テスト結果 他社コンテンツ
デジタル教科書

                

       

          
       他社学習ツール

（ドリル教材など）

まとめ ～ L-Gateが拓くデジタルエコシステム

CBTシステム



日本IMS協会概要 https://www.imsjapan.org/
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◆設立
2016年（平成28年）6月3日

◆事業内容
• IMS-GLCの諸技術標準の広報・普及
• IMS-GLCの諸技術標準に関連する研究コミュニティの形成・育成、並びに
IMS-GLCの諸技術標準に関連する調査・研究の推進

• IMS-GLCの諸技術標準の導入支援のためのワークショップ、セミナー、交流会
などの開催

• 日本及び国外の関連諸団体との交流・連携
• 日本及びアジアにおいて、IMS-GLCの諸技術を用い、eラーニング等を活用する
人材の育成

• その他、当法人の目的を達成するために必要な事業

https://www.imsjapan.org/


日本IMS協会会員・運営
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◆ 正会員 10団体

◆ 一般地域会員 41団体

※2022年5月31日現在

＜運営・組織＞
◆ 理事長

白井 克彦（早稲田大学 名誉顧問）
副理事長
大久保 昇
（株式会社内田洋行 代表取締役社長）

岸田 徹
（株式会社ネットラーニング 代表取締役会長）

◆ 運営委員長
山田 恒夫（放送大学 教授）

◆ 技術委員長
常盤 祐司（法政大学）

◆ 事務局長
藤原 茂雄（株式会社内田洋行）

＜部会・研究会＞
・ OneRoster国内適用検討部会
・ デジタルバッジ等関連標準国内適用検討部会
・ Caliper Analytics 関連標準国内適用検討部会
・ LTI国内適用検討部会
・ CASE研究会

京都大学

大学入試センター



会員数の推移

56

6 7 8 7 7 8

4

13

19
26

28

42

5

6

6

7
8

9

0

10

20

30

40

50

60

70

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

連携会員 一般地域会員 一般グローバル会員 幹事会員

15

26
33

40
44

1 2

61



日本IMS協会の体制

57

定時総会

事務局

デジタルバッジ等関連標準
国内適用検討部会

Caliper Analytics 関連標準
国内適用検討部会

OneRoster
国内適用検討部会

LTI
国内適用検討部会

理事長 白井 克彦
早稲田大学 名誉顧問

副理事長
大久保 昇

株式会社内田洋行 代表取締役社長
岸田 徹

株式会社ネットラーニング 代表取締役会長

運営委員会 技術委員会

委員長 山田 恒夫 （放送大学）
副委員長 三好 昌己 （内田洋行）

李 在範（ネットラーニング）
田中 頼人 (サイバー大学）

委員長 常盤 祐司 （法政大学）
副委員長 井上 由紀夫（内田洋行）

李 在範 （ネットラーニング）
秦 隆博 （デジタル・ナレッジ）

※2022年3月現在

※幹事会員：8団体、一般グローバル会員：1団体、一般地域会員：38団体、連携会員10団体

主査 藤村 裕一（鳴門教育大学）

副主査 井上 由紀夫（内田洋行）

副主査 山田 恒夫（放送大学）

主査 山田 恒夫（放送大学）

副主査 秦 隆博（デジタル・ナレッジ）

主査 梶田 将司（京都大学）

副主査 李 在範（ネットラーニング）

主査 畠田 浩史（内田洋行）

副主査 田中 頼人（サイバー大学）

事務局長 藤原 茂雄（内田洋行）

理事長

理事会

IMS Japan賞選定委員会

役員候補者選出委員会

CASE研究会QTI関連標準
国内適用検討部会



学校向け 学習eポータル

リソース

1. (文部科学省) GIGAスクール構想による1人1台端末環境の実現等について
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_chousa02-000007680-6.pdf

2. (内閣府) GIGAスクール構想実現のロードマップ
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/committee/20200323/shiryou3_1_1.pdf

3. (文部科学省) 「学習eポータル」の構想と取組について
https://www.nii.ac.jp/event/upload/20210903-05_KiryuHatada.pdf

4. (文部科学省) 文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html

5. (ICT CONNECT 21) 「学習eポータル」まとめページ
https://ictconnect21.jp/document/eportal/

6. (日経BP 教育とICT Online) デジタルエコシステムが実現する教育DX
https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/022500336/

7. (株式会社内田洋行) L-Gate
https://www.info.l-gate.net/

8. (文部科学省) 教育データの利活用に関する有識者会議(第10回)会議資料 【資料1-1】
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00398.html

9. (一般社団法人 日本IMS協会）
https://www.imsjapan.org/

https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_chousa02-000007680-6.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/committee/20200323/shiryou3_1_1.pdf
https://www.nii.ac.jp/event/upload/20210903-05_KiryuHatada.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html
https://ictconnect21.jp/document/eportal/
https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/022500336/
https://www.info.l-gate.net/
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00398.html
https://www.imsjapan.org/

